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CDmparisonofserumferritinandoxidativestress
bionarkersbetweenJapaneseTor-kersWithandwithout
metabolicsyndrome
(メタポ リックシンドロームを含む 日本人労働者における

血清 フェリチンと酸化 ス トレスバイオマーカーの比憤)

論 文 審 査 委 貞 教授 土居 弘幸 教授 松井 秀樹 教授 四方 質-

学 位 論 文 内 容 の 要 冒

目的 :メタポリックシンドローム (MS)は生活習慣と密接な関連があり､糖尿病や動脈硬

化症などの深刻な疾患を引き起こす中心性肥満に特徴づけられる｡本研究ではMSに

おける酸化ス トレスとフェリチンの役割を明らかにすることを目的とした｡

対象:国内の複数の職場における計6台5名 (男性293名､女性392名)の労働者を対象とし､

年齢は41.2士 10.4才であったC

方法 :空腹時の血液及び尿を採取 し､酸化ス トレス及び炎症に関するバイオマーカーの測

定を行った｡MSの定義はわが国の基準に従 った｡

結果 :血清フェリチンと尿中過酸化水素はMS群で有意に高値であった｡フェリチンは､

8-ヒドロキシ-2-デオキシグアノシン (8-OHdG)と正の相関を示 し､男性では8-イソブ

ロスタン､過酸化水素と負の相関を示 した｡また､フェリチンとインスリン抵抗性指

数 (HOMA-R)との間に有意な正の相関を認めた｡重回帰分析では､男性においてフェ

リチンは HOMAIR､†-グルタミル トランスペプチダーゼ (γGT),810HdG､喫煙畳及

び飲酒量との強い関連を示 し､50才未満の女性では8-oHdG､†-GT.HOMA-Rとの強

い関連を認めた｡

結論 :フェリチンは特に男性において､インスリン抵抗性と酸化ス トレスに関係する有用

なマーカーのひとつである｡

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

横断研究によるpopulationstudyで､krritinを介した8-OHdGの代謝系に着目し

た研究である｡

FerritiTIとインスリン抵抗性指数 (HOMA-A)との間に有意な生の相関が認められ､

特に男性においては､酸化ス トレスに関係する有用なマーカーであることを明らかに

した｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡


